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お薬手帳の活用法

すこやか生活習慣ワンポイントアドバイス
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夏場のこの時期は、食中毒に注意！！
～7月1日から8月31日は夏期食中毒予防対策月間～

今月は「海」を紹介します。
「塩辛い」と「水」を組み合わせる
ことで表現します。

右手のひらを
上にして左か
ら右に波を打
つように動か
します。

水

右手の小指の
先を口元にあ
てます。
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手話講座 　
東
京
か
ら
飛
行
機
で
約
13
時

間
。
ス
ポ
ー
ツ
界
で
日
仏
間
の
懸

け
橋
と
な
っ
て
い
る
女
性
が
そ
こ

に
は
い
た
。
サ
ッ
カ
ー
と
ラ
グ

ビ
ー
の
有
望
な
選
手
を
欧
州
の
ク

ラ
ブ
チ
ー
ム
へ
送
り
出
す
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
と
し
て
、
ア
ス
リ
ー
ト

が
海
外
で
活
躍
す
る
た
め
の
基
盤

を
構
築
し
、
世
界
で
通
用
す
る
若

手
選
手
の
育
成
に
心
血
を
注
ぐ
。

そ
の
育
成
に
男
女
は
問
わ
な
い
。

食
事
の
ア
ド
バ
イ
ス
か
ら
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
、
語
学
の
サ
ポ
ー
ト
の

ほ
か
フ
ィ
ジ
カ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

も
手
掛
け
る
。

　
高
校
卒
業
後
、
自
分
が
求
め
る

道
を
見
出
せ
ず
視
野
を
広
げ
る
た

め
に
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら

オ
ー
ス
ト
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、
イ
ギ
リ
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ど
５
カ
国
へ
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身
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語

学
を
勉
強
し
て
い
る
中
で
出
会
っ

た
フ
ラ
ン
ス
人
男
性
と
の
結
婚
を

機
に
渡
仏
。
あ
る
日
、
運
命
を
変

え
る
出
会
い
が
訪
れ
る
。
現
地
で

フ
ィ
ジ
カ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
会
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を
経
営
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
人
と

の
出
会
い
だ
。
夫
が
同
じ
ス
ポ
ー

ツ
ジ
ム
に
通
っ
て
い
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
親
交
を
深
め
、
会
社

の
手
伝
い
を
始
め
た
。
そ
の
会
社

は
欧
州
の
大
手
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

と
の
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

ス
ポ
ー
ツ
産
業
界
に
は
発
展
の
余

地
が
山
ほ
ど
あ
る
一
方
で
、
日
本

で
は
若
手
選
手
が
世
界
へ
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
た
め
の
環
境
や
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筋
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整
っ
て
い
な
い
事
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知
っ
た
。
こ

の
問
題
を
解
消
す
べ
く
、
個
人
事

務
所
を
設
立
、
世
界
で
渡
り
合
え

る
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来
有
望
な
選
手
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発
掘
・
育

成
し
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き
た
。
「
川
口
市
に
本

社
、
フ
ラ
ン
ス
に
支
社
を
置
く
こ

と
に
よ
り
、
双
方
の
国
に
お
い
て

選
手
へ
手
厚
く
サ
ポ
ー
ト
で
き
る

体
制
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強
み
で
す
」
。
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は
、
一
家
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滞
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し
、
S
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の
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や
パ
ー
ソ
ナ
ル
フ
ィ
ジ
カ
ル
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レ
ー
ニ
ン
グ
業
務
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こ
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す
。
自

分
の
サ
ポ
ー
ト
を
必
要
と
す
る
人

が
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
３
月
開

催
の
川
口
商
工
会
議
所
女
性
会
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催
「
第
３
回
ウ
ー
マ
ン
ビ
ジ
ネ
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コ
ン
テ
ス
ト
」
に
エ
ン
ト
リ
ー
。

「
グ
ロ
ー
バ
ル
で
夢
の
あ
る
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ン
か
つ
ス
ポ
ー
ツ
に
特

化
し
た
川
口
ら
し
さ
が
魅
力
」
と

高
評
価
を
得
て
、
見
事
１
位
の
大

賞
に
輝
い
た
。

　
「
前
例
や
経
験
が
な
い
事
を
言

い
訳
に
せ
ず
、
と
に
か
く
や
っ
て

み
る
ん
で
す
」
と
語
る
。
夢
見
る

若
手
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
の
「
今
」

を
奮
い
立
た
せ
る
彼
女
の
も
と
か

ら
、
い
つ
か
日
本
中
を
熱
狂
さ
せ

る
選
手
が
世
界
に
羽
ば
た
く
こ
と

を
期
待
し
た
い
。（
彩
）
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【ファイザー社製の場合】 細菌が原因となる食中毒は夏場に多く発生しています。食中
毒は、飲食店などの外食だけでなく、家庭でも発生していま
す。食中毒予防の原則（食中毒の原因菌を「つけない」、「増や
さない」、「やっつける」）を家庭でも実践しましょう。

●消費期限などの表示を確認する　●肉・魚はそれぞれ分けて包む　
●寄り道をしないで、すぐに帰る

●冷蔵庫や冷凍庫の詰めすぎに注意する（目安は７割程度）
●冷蔵庫は１０℃以下、冷凍庫は－１５℃以下に維持する
●肉や魚などは汁がもれないようビニール袋や容器に入れ、保存する

●こまめに手を洗う　●肉や魚などの汁が、果物やサラダなど生で食べる物にかか
らないように離す　●生の肉や魚を切った包丁、まな板は洗ってから熱湯をかけたの
ち使う　●凍結している食品の解凍は、冷蔵庫の中や電子レンジで行う

●作業前に手を洗う　●加熱して調理する食品は十分に加熱する
（目安は中心部の温度が７５℃で１分間以上）
●料理を途中でやめる時は、食品を一度冷蔵庫に入れる

●食卓に着く前に手を洗う　●清潔な手で、清潔な器具を使い、清潔な食器に盛り
つける　●調理前の食品や調理後の食品は、室温で長く放置しない

●早く冷えるように浅い容器に小分けして保存する　●時間が経ち過ぎたら、思い
切って捨てる　●残った食品を温め直す時も十分に加熱する（目安は中心部の温度が
７５℃で1分間以上、味噌汁やスープなどは沸騰するまで）

ポイント⑤　食　　　事

ポイント⑥　残った食品

　お薬手帳の普及が進み、現在、多くの患者さんに利用されるように
なりました。ご自分の薬を確認するのに便利なお薬手帳のそのほかの
活用法やポイントをご紹介します。
1.薬をより安全に使っていただくために
　病院、医院、歯科医院など同時期に別の医療機関を受診することや、同じ病院内
で別の診療科を併科受診することもあり、2種以上の薬を併用することは珍しくあ
りません。特に高齢者でその傾向は高まるといわれます。併用での注意点は、「飲み
合わせ」や「同効薬の重複」の確認です。医療機関や薬局では、お薬手帳を見てもら
うようにしましょう。

2.非常時に備えて携帯しましょう
　「天災は忘れた頃にやってくる」の警句にあるように地震など災害はいつ起きても
おかしくありません。災害時のほかに、旅行先で万が一、急病や事故にあった際、お
薬手帳があれば薬の情報を正確に伝えることができます。

3.手術を受けるかたへ、術前中止薬の確認
　当センターで手術を受けるかたは、入院前に患者支援センターにて他の医療機関
を含む服薬状況の確認を行います。例えば、血液をサラサラにする薬などは、あら
かじめ休薬が必要な場合もあります。手術が予定通り安心して受けられるようお薬
手帳で確認します。

4.お薬手帳を効果的に使うために
　お薬手帳は、一人1冊が原則です。例えば、医療機関ごとに手帳を作ったり、家族
全員分を手帳1冊にまとめたりすると、「飲み合わせ」や「同効薬の重複」の確認が
できなくなるため、使い方には注意が必要です。また、基本情報としてアレルギー・
副作用歴などあれば記入しておくと良いでしょう。

　お薬手帳は、患者さんの薬の情報源です。処方内容が同じでも必ず最新情報に
更新し、医療機関を受診する際は必ず持参してください。

家庭でできる食中毒予防の6つのポイント家庭でできる食中毒予防の6つのポイント
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ポイント④　調　　　理

ポイント③　下　準　備

ポイント②　保　　　存

ポイント①　食品の購入


